
雁行した建物形状により、屋外に囲まれた小さな空
間ができます。大きなイベント広場に対して小さな
ポケットパークは、落ち着いた屋外空間となりお話
会や演奏会にも利用可能です。　

「花巻カルチベーター」が各所で活動し、図書館全
体を活性化させます。　

エントランス付近のラウンジには花巻の特産品や観
光案内を設置可能です。

「花巻まつり」の山車の準備作業にも利
用可能なイベント広場の計画をします。

エントランスには大きな吹抜空間
があり 1階雑誌コーナーと 2階図
書空間を緩やかにつなぎます。

環状図書スペース

児童書籍

テラスの下は軒下空間となり、日頃の屋外の憩いの
場となります。イベント時は日影の観覧スペースや
屋根下の販売スペースとして活用できます。

図書館案内カウンターは、環状動線沿いに配置し、
利用者から分かりやすくアクセスしやすい計画で
す。また、作業スペースとサービス動線を隣接させ
ることで施設運営の負荷を軽減します。

環状動線を凸凹にすることで書架スペースと連続しつつ多様なス
ペースを設けます。テラスで読書を楽しむことや、空間や使い方に
沿った家具の配置により利用者それぞれの図書館での過ごし方を受
け入れるスペースとなります。

環状動線に沿って、サブサービスカ
ウンターを配置し、図書館員の方が
作業の中継場所として利用したり、
利用者からの問い合わせ対応にス
ムーズに対応できる計画とします。 書架スペースの奥にある落ち着いた場所には、区画され

た学習スペースを配置し、集中して勉強できる場所を設
けます。

親子ふれあい室

イベント広場

ラウンジ・地域観光・カフェ

学習スペース

高齢者・障がい者
サービス室

地域・学校図書館
サービススペース

案内サービス
カウンター

書架閲覧スペース

書架閲覧スペース

書架閲覧スペース

書架閲覧スペース

地域 ( 郷土 )・行政
資料スペース

日本十進分類法による分類の輪 柔軟な空間形成が可能なカタチ

長い壁面書架により充実した閲覧スペース 桟敷席のような閲覧スペース･テラス

イベント広場

1類

2類

3類

4類
5類

8類
9類

0類

6類

7類

偶発的な出会い
が生まれる
環状図書館

縮める
縮める

伸ばす

伸ばす

市街地中心部へ
市街地中心部へ

花巻駅

駐車場
イベント広場

通り抜け

通り抜け

通り抜け

通り抜け

交流

交流

交流

イベント広場なはん
プラザ

フルオープン
建具

滲み出す
活動

滲み出す
活動

フルオープン
建具

イベント広場

閲覧
ｽﾍﾟｰｽ

閲覧
ｽﾍﾟｰｽ

閲覧
ｽﾍﾟｰｽ 閲覧

ｽﾍﾟｰｽ

閲覧
ｽﾍﾟｰｽ

2 階建
長方形案

2階建
L字型案

[ 採用 ]
分棟回遊型案

3 階・4階
建案

ホテル

なはん
プラザ

なはん
プラザ

なはん
プラザ

なはん
プラザ

計画建物

ホテル

駅前
ﾛｰﾀﾘｰ

花巻駅
計画建物

②
③

⑤
④

①

②
③

⑤
④

①

②
③

⑤
④

①

ホテル

ホテル

△

△

◎

〇

△
△

×
〇
〇
×
◎

△

△
△
△

〇
〇
◎
◎
◎

建物接地面積を
できる限り小さ
くすることで、
融雪装置の改修
面積を極力小さ
くします。

②建物接地面積

③駅前との親和性

⑤街との連続性

④ｲﾍﾞﾝﾄ広場との連続性

①ｲﾍﾞﾝﾄ広場面積

計画建物

計画
建物

花巻市民に愛され活用され続けているイベント広場を最大限残し、それを囲
むような環状の図書館を配置します。AI など自動的に好みが選別される現代
において環状の図書館はそうした仕組みに頼らず偶発的な知識や人との出会
いを大切にし、知識の広がりや重層化を生み出します。

〇すべての市民が親しみやすく使いやすい図書館・開かれた都市広場

1 階の交流スペースは花巻駅や駐車
場、市街地中心部へ通り抜け通路状
にし、通路沿いでさまざまな活動が
展開されることで、訪れる人々の交
流のきっかけを生み出します。

花巻
市役所

花巻合同庁舎

中央公園

計画地

マルカンビル

街のにぎわい
エリア

街のにぎわい
エリア

花巻駅 宮沢賢治
記念館
ｲｰﾊﾄｰﾌﾞ館

萬鉄五郎記
念美術館

イベント広場

閲覧スぺース

壁面書架
壁面書架

壁面書架

書架 書架
閲覧
スぺース

閲覧
スぺース

閲覧
スぺース

花巻カルチベート　耕し育てる図書館「知識の環」でつながる文化と人とまち
花巻の地で宮澤賢治が生まれ、学びを教室から田畑や夜空へ開いた「学びを外へ開く」精神を受け継ぎ、
発展・循環させる図書館を提案します｡環状でつながる空間は「知識の環」として文化と人とまちを
つなぎ、その循環から知識や出会いが生まれます｡こうした広がりは、まさに「カルチベート（耕す）」
という行為に重なります｡それは物事を育み、能力や関係を発展させたりすることを意味します｡新し
い図書館によってまいた種（知識）が成熟して実り、成長につながる、その実がまた新たな種を生み
出すという一連の好循環が生まれることを目指します｡

花巻の豊かな文化や歴史を継承しながら、新たな文化を育み､継続させるために｢広場を囲む環状図
書館｣｢花巻カルチベーターの配置｣｢カルチベーターの種｣を展開します｡これらの仕組みにより発展
･循環させる図書館を構築します｡

広場を囲む環状図書館・花巻カルチベーターの配置・カルチベーターの種

広場を囲みながら街との連続性を生み出す 知識の広がり・重層化を生み出す図書館

〇郷土の歴史と独自性を大切にし豊かな市　文化を創造する図書館

賑わいに囲まれる広場のイメージ

内観イメージ　偶発的な出会いを大切にします

〇暮らしや仕事、地域の課題解決に役立つ知の情報拠点としての図書館

広場を囲む環状図書館・花巻カルチベーターの配置・カルチベーターの種

広場と街を考慮した配置
イベント広場面積が大きく
とれ広場と連続しながらも
街へ通り抜けられる配置と
します。建物の接地面積を
極力小さくすることで、広
場の融雪装置の改修面積や
基礎の掘削面積も極力小さ
くし、建設コストを削減し
た計画とします。

街へいざなう動線

広場を囲む環状図書館 花巻カルチベーターの配置 カルチベーターの種

花巻市内に広く点在する文化
施設などを緩やかにつなぐ出
発点となるような計画としま
す。さらに計画地から街のに
ぎわいエリアへいざなうよう
な配置計画とし、既存の街と
の連続性が生まれ、街の活性
化につなげます。

通り抜け交流スペース
なはんプラザと連続して広場を囲
むように建物ヴォリュームを配置
します。なはんプラザと同じよう
に広場側に大きな建具を設け広場
との一体的な利用が可能です。

イベント広場との一体的な利用

環状の図書館は日本十進分類法の環
とすることにより本を直観的に探せ
利用者の利便性を高めます。

外壁形状に合わせた長い壁面書架を
設けることで同じ蔵書数で充実し
た閲覧スペースを確保できます。

必要な空間サイズや書架配置に応じて
柔軟な空間形成が可能です。創出され
たｶﾀﾁは花巻の知識のｶﾀﾁとなります。

閲覧スペース･テラスはイベント広場
に面する桟敷席のような、静かな環境
で賑わいが感じられる場所とします。

イベント広場を最大限残し広場
を囲むような環状の図書館を配
置します｡図書館を巡ることで
様々な人との出会いや知識の広
がりを生み出します｡

自らの知識や情報を企画・展示
するキュレーターような人を募
集します。新図書館各所に配置
し訪れる人々と知識 / 文化 / 人な
どをつなげる役割を担います。

カルチベータ (CV) の情報発信や
新たな CV の発掘･継続･発展､利
用者とのコミニュケーションの
誘発を目的とした仕掛けを展開
します｡

受付番号( 様式 12)　(A3 版） 受付番号( 様式 12)　(A3 版）

図書館検索システムと
カルチーベーターの連動

カルチベーターの栞

りんごカルチベーター

イーハトーブ
カルチベーター

CV や利用者がおすすめの本に
QR コードを印字した栞を挟み、
本に関連した CV の活動内容を知
ることができます。

本を検索すると
きにカルチベー
ター (CV) のおす
すめ図書を連動
させたり、CV を
検索できるよう
にします。

陶器
カルチベーター

コーヒー
カルチベーター

活動
内容
作成

利用者

利用者

会いに
行く

知識を得る

新たなカルチベーターになる

JOB

PROFILE

カルチベーターブック
カルチベーターの種①

カルチベーターの種③

カルチベーターの種②広場を囲む環状図書館

イベント広場

カルチベーター (CV)
が活動内容や知識の
一部をまとめ、誰で
も見ることができる
本を作成します。

カルチベーター

カルチベーター

カルチベーター

CV を知る
CVを知る

栞をみつけて
CVを知る

会いに
行く

会いに
行く

栞を挟む
検索する

カルチベーターの居場
所や目印となるブック
トラックを模した移動
式の家具。ここで活動
を展開します。

カルチベータートラック

利用者

TikTok CV

歴史 CV 池野恋 CV ギター CV

MLB CV

鹿踊 CV

萬鉄五郎 CV

白金豚 CV
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親子
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コーナー

多目的
ギャラリー

EV

EV

i

倉庫

駐輪場

EV

搬入・通用口

親子
WC
授乳室

BDS

高齢者・
障害者への
サービス室

イベント広場

畳

機械置場

案内

ｻｰﾋﾞｽ
ｶｳﾝﾀｰ

CVﾄﾗｯｸ置場

CVﾄﾗｯｸ置場

CVﾄﾗｯｸ置場

JR東北本線

花巻駅ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
ｽﾍﾟｰｽ

事務室

CVﾄﾗｯｸ置場

お話
室

CVﾄﾗｯｸ置場

講義
集会
会議室

カフェ

新聞雑誌
新書ｺｰﾅｰ

機械置場

ベンチ+掲示板

地域学校図書館
ｻｰﾋﾞｽｽﾍﾟｰｽ

学習
スペース

MR

地域特産展示
地域・観光関係
ラウンジ

ベンチ+掲示板
定住交流センター
なはんプラザ

ホテルグランジェール花巻

EV

EV

案内ｻｰﾋﾞｽ
ｶｳﾝﾀｰ

吹抜
ﾚﾌｧﾚﾝｽ
ｺｰﾅｰ

地域資料
コーナー

静かな学習
スペース

作業室

壁
画 畳

児童
書籍

ｸｯｼｮﾝ
ﾌﾛｱ

テラス

テラス

テラス

テラス

テラス
テラス

テラス テラス

テラステラス
テラス

ティーンズ

ﾚﾌｧﾚﾝｽ
ｶｳﾝﾀｰ

情報掲示板
閉架書庫
(2層)

定住交流センター
なはんプラザ

テラス

芝生広場

ｻﾌﾞｻｰﾋﾞｽ
ｶｳﾝﾀｰ

BDS
BDS

書架閲覧
スペース

イベント広場
吹抜

EV

雁行した建物形状により、屋外に囲まれた小さな空
間ができます。大きなイベント広場に対して小さな
ポケットパークは、落ち着いた屋外空間となりお話
会や演奏会にも利用可能です。　

「花巻カルチベーター」が各所で活動し、図書館全
体を活性化させます。　

エントランス付近のラウンジには花巻の特産品や観
光案内を設置可能です。

「花巻まつり」の山車の準備作業にも利
用可能なイベント広場の計画をします。

エントランスには大きな吹抜空間
があり 1階雑誌コーナーと 2階図
書空間を緩やかにつなぎます。

環状図書スペース

児童書籍

テラスの下は軒下空間となり、日頃の屋外の憩いの
場となります。イベント時は日影の観覧スペースや
屋根下の販売スペースとして活用できます。

図書館案内カウンターは、環状動線沿いに配置し、
利用者から分かりやすくアクセスしやすい計画で
す。また、作業スペースとサービス動線を隣接させ
ることで施設運営の負荷を軽減します。

環状動線を凸凹にすることで書架スペースと連続しつつ多様なス
ペースを設けます。テラスで読書を楽しむことや、空間や使い方に
沿った家具の配置により利用者それぞれの図書館での過ごし方を受
け入れるスペースとなります。

環状動線に沿って、サブサービスカ
ウンターを配置し、図書館員の方が
作業の中継場所として利用したり、
利用者からの問い合わせ対応にス
ムーズに対応できる計画とします。 書架スペースの奥にある落ち着いた場所には、区画され

た学習スペースを配置し、集中して勉強できる場所を設
けます。

親子ふれあい室

イベント広場

ラウンジ・地域観光・カフェ

学習スペース

高齢者・障がい者
サービス室

地域・学校図書館
サービススペース

案内サービス
カウンター

書架閲覧スペース

書架閲覧スペース

書架閲覧スペース

書架閲覧スペース

地域 ( 郷土 )・行政
資料スペース

キッチンカー
軽トラ市などの車両動線

搬入・管理しやすい位置に事務・管
理スペース・閉架書庫を設けます

更新しやすい位置に設
備機器を設置します

さまざまな方向への「ぬけ」をつく
りつつ、賑わいを創出する、「囲わ
れ感」をつくります

各所に「カルチベータートラッ
ク」を収納する場所を設けます

通路状の空間と隣接するように各諸室を設ける
ことでなにげなく立ち寄れる場所となります

軒下の半外部空間では内部の用途が滲
み出して展開します｡イベント時以外で
も CV トラックを利用しながら普段使
いのストリートファニチャーも計画します

閉架書庫の見える化をす
ることで書架内検索など
の利用を促進します

イベント広場を囲む
テラスでは天気の良
い日は読書をしたり、
イベント時には桟敷
席のような場所とな
ります

様々な高さや形状
の家具を配置する
ことで色々な姿勢
や幅広い年代で読
書を楽しむことが
できます

上下階との連続性を高めた大
階段。動線自体がコミュニケー
ションの生まれるきっかけの
場となります

郷土資料スペース
近くにティーンズ
スペースを設ける

外での
お話会

イベント広場
との一体的な
利用

ホテルのロビーにも
広場から連続させる

なはんプラザとの
一体利用の継続

駅からいざなう
ようなくぼみ

風流山車パレードのルート

現在も行われている花巻祭りの風流山
車パレードのルートもそのまま活か
し、お祭りを盛り上げます。

キッチンカーや軽トラ市などのイベン
トも開催可能な車両動線も設けます。

コミュニケーションを誘発する
ベンチや掲示板、畳コーナーを
通路状の空間に設けます

搬入・管理しやすい位置に事務・管理
スペース・閉架書庫を設けます

卓越風（南北）
案内
ｻｰﾋﾞｽｶｳﾝﾀｰ

開架閲覧

多目的
ギャラリー

テラス
(桟敷席)

イベント広場

太陽光パネル

タスクアンビエント照明

高断熱外壁
樹脂複合ｻｯｼ
Low-Eｶﾞﾗｽ　

イベント広場・近隣に
配慮した落雪方向　

雨水利用

雨水貯留槽

居住域空調

イベント広場が災害時の一時避難先となる。
・マンホールトイレの設置。
・軒下に簡易間仕切り用のフックを設置。

冬季に北風の影響を受け
にくい中庭型の屋外空間

開架閲覧

作業室

事務室

室内排熱の利用

重力換気による空気
の流れナイトパージ 紫外線カットフィルムを貼り紫外線

を99%カットし本の焼けを防止

屋根面に散水することで、夏期
は屋根面の温度を下げる。ま
た、冬季は融雪に利用

深い庇により、日射制御を行う

吊り材により片持ちスラブの変形制御

雨水よりヒートポンプ
にて得たエネルギーを
空調に利用

必要最低限の地盤改良に
よるシンプルな直接基礎

設備スペース

1~2階間に設備スペースを集約
することで、ピットを省略

深い軒下によ
る屋外活動の
多様化

設備スペース

接地面積を小さく

閲覧室 閲覧室
ブリッジ

接地面積を小さく

テラス ２階閲覧室

イベント広場 1階室内

軒下から室内排熱を行う
ことで軒下空調を行う

床吹き出しによ
る居住域空調

床面からの輻射熱利用 換気ファン

１・２階間の懐に地中設備ピットに代わ
る設備スペースを設け、掘削深さの削減
によるコストの省力化に加え更新やメン
テナンスを容易にします。

雨水貯留槽に溜めた雨水を地下の安定し
た温度にすることでヒートポンプで得た
エネルギーを空調に利用したり夏季の屋
根面の冷却や冬季の融雪に利用します。

分棟にした建物ヴォリュームをブリッジで接
続し環状に繋ぎ、設置面積を最小化します。
コスト削減や工事期間中のできるだけ長い広
場のイベント利用を目指します。

室内空調の排気を広場側の軒下へ排出して半
屋外空調に活用します。居住域空調の床吹に
加えて床面の輻射熱も利用することで、エネ
ルギーを最大限回収・活用します。

閲覧室

閲覧室

雨水貯留槽

雨水
散水すること
で、雨水を屋根
面の冷却や融
雪に利用

貯めた雨水から
ヒートポンプで
得たエネルギー
を空調に利用

土工事の削減

閲覧室閲覧室

設備スペース

設備ピット
土工事による掘削深さの削減

融雪装置の
改修面積の最小化

広場へいざなうアプローチのイメージ

環状の図書館イメージ　それぞれが思い思いの場所ですごしていながら一体感が生まれます

駅前から連続するよう
に広場にいざなうくぼ
みのようなアプローチ
を設けます。ロータ
リーに面した場所には
雑誌コーナーやラウン
ジ、カフェを配置し、
駅前としての賑わいを
創出します。イベント
広場からも連続させる
ことで駅前と一体的な
賑わいを生み出します。

基礎は、分棟
であることを
活かし棟ごと
に直接基礎と
します。

耐震壁付
ラーメン構造

〇駅前としての顔〇環境への配慮・施設の長寿命化・運営時の負荷を低減する方策

広場へいざなうアプローチ・あふれ出す賑わい

補間し合う柔軟でシンプルな構造計画

好循環を生み出す簡易で高効率な建物・設備
高断熱と高効率空調設備機器の採用により､消費エネルギーの 50%
削減（ZEB-Ready）を目指します。屋根には太陽光パネルを設置し
ます。空調屋外機置場を駐車場付近に設置することで、交換作業
を容易に行えるよう計画とします。地元業者が取り扱える材料を
数多く選定することなどで、将来的なメンテナンスが容易になりま
す。搬入・サービス動線を効率的に計画することで、施設運営負荷
を低減します。積雪、落雪方向を考慮した屋根勾配とすることで、
イベント広場や近隣への落雪量を減らしつつ、融雪設備を設置す
ることで、除雪作業を省力化します。

イベント広場を囲み一周することができる図
書館は利用者それぞれの居心地の良い場所や
本を探しながら巡ることができます。その中
で偶発的な出会いや新たな興味が生まれる
きっかけとなる場所を目指します。閲覧ス
ペースはイベント広場に面することにより静
かな環境で賑わいが感じられます。

イベント広場

構造平面イメージ 構造立体イメージ

2階平面イメージ

1階平面イメージ

主要構造は、鉄筋コンクリート造の分棟とし、地震や雪などに対して安
全性の高い耐震壁付ラーメン構造とします。棟ごとをつなぐブリッジを
鉄骨造とし、掘削量を減らします。分棟ごとに部材の最適化を行い、躯
体量の低減をはかります。各棟をつなぐブリッジの鉄骨造は、フィーレ
ンディール架構のフレームを各棟から片持ち形式とブリッジ中央をピン
接合としたゲルバー梁により、ロングスパンの梁を含め互いに支持しま
す。2 階の設備スペースを部材せいを有効活用することで、テラスのはね
出しなどを片持ちで構成することが可能となります。

イベント広場を囲む環状型図書館

花巻市民に親しまれているイベント広場の可
能性を最大限に引出し、進化させるために、
広場を囲むように建物を配置します。広場か
ら市街地や周辺施設へと自由に抜けられる「み
ち」のような通路も設け、訪れる人々や観客
に囲まれる空間をつくりだします。広場での
賑わいが閉じることなくまち全体へと連続し
ます。建物の設置面積を極力小さくし広場を
大きくとりながらコスト削減をします。

まちに開きながら囲われた広場

耐震壁
ブリッジ

ブリッジ：
フィーレンディール架構

バランスを考慮した柱壁

2層の場所は接地面
土間コンクリート

広場側に多くの開口

中 2階設備ピット

雨水によるエネルギー利用 エネルギーを最大限回収する

分棟とブリッジによる設置面積最小化

区分

計

面積
205 ㎡
2210 ㎡
800 ㎡
510 ㎡
825 ㎡
4550 ㎡

エントランススペース
開架､閲覧スペース
閉架書庫スペース
図書館業務スペース
その他スペース

受付番号( 様式 12)　(A3 版） 受付番号( 様式 12)　(A3 版）


